
は じ め に

再び18歳人口の減少局面に向かう中、高等教育機関においては入学者数の
確保のみならず入学者の質の確保の観点等からも、学生募集活動の重要性は今
後ますます高まるものとなります。
しかし、学生募集活動に携わっている方々には、学校法人に就職して“たま

たま”大学の入試課等に配属された方も多く、毎日の業務の中で学生募集に関
する知識の蓄積やスキルの研鑽（いわゆるOJT）を積まれておられると思い
ます。
近年では、大学職員向けの大学院の設置や、履修プログラムの提供、国立大

学によるアドミッション担当教職員対象研修プログラム、またＭＢＡコースに
おいて大学職員向けの科目が設置されるなど、学生募集に関する学びの機会が
広がってきました。しかし、地域性や費用負担の点などから、まだまだ多くの
方々が学習機会に恵まれない状況にあります。一方、書籍についても、大学経
営、単独大学の広報事例の紹介、受験生とのコミュニケーションなどの視点か
ら学生募集を捉えたものは刊行されてきましたが、受験生の大学選択に多大な
影響を与える高校や予備校とのコミュニケーションを専門とした著作はこれま
でほとんど見当たらない状況です。
本書は、受験生の大学選択行動、高校や予備校における受験生サポートの現

状、そしてこれらに対応する大学のコミュニケーション戦略について、理論・
実践の両面から論述しており、受験生・高校・予備校の行動を明らかにした上
で、大学がどのような学生募集活動を行うべきなのかについて、体系的に捉え
るものとなっています。
なお、執筆は国立大学のアドミッションセンター等入試関連部署での業務経

験を重ねてきた5名の教員が担当しています。5名の執筆者はそれぞれ、高校
の進路指導部長、予備校での担任業務や高校とのコミュニケーション業務、受
験産業での高校とのコミュニケーション業務、私立大学の入試課業務等など多
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様な経歴を持っており、大学で学生募集活動業務を担当されている方々が日頃
から感じられている課題に対して高校や予備校側の視点などから応える内容と
なっています。
本書は以下の3部構成で学生募集について論じています。
第1部では、「受験生・高校・予備校」の行動を理解します。受験生や受験

生の大学選択に多大な影響を与える高校や予備校がどのような活動を行ってい
るのかを考察します。
第2部では、「高校・予備校」とのコミュニケーションのあり方を考えます。

第1部で明らかにした高校および予備校の活動に対し、有効となる大学のコ
ミュニケーション方法について、事例を交えながら考察します。
第3部では、「大学の内部構成員」とのコミュニケーションのあり方を考えま

す。大学による高校・予備校とのコミュニケーションは、大学教職員や在学生
により行われます。そのため、大学教職員や在学生が正確で肯定的な大学情報
を以下に伝達するようになるのかが重要になるのであり、教職員や在学生の大
学への満足度の向上について考察します。
円滑な学生募集活動を行うためには、受験生や高校、予備校が持つニーズを

充足することが必要となります。そのためには受験生や高校、予備校がどのよ
うな思考を持ち行動しているのかを知ることが重要です。しかし、これらは大
学側にとっては最も見えにくいものといえるでしょう。本書の執筆者はこれま
での職歴における自身の経験やその後の研究成果を基盤に、これら課題につい
て論じており、本書が大学等で入試広報業務に携わる方々のテキストとして活
用されることを私たちは願っています。

2021（令和3年）年9月
喜村　仁詞（編著者）　

※本書はJSPS基盤C（21K02661）の助成による研究成果の一部となります。
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